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超短パルスレーザーを用いれば高い時間分解能を実現できるため、化合物中の電子移動や格子振動な

どの超高速物理現象を直接観察できる。超短パルスを発生させる場合、その時間波形を計測する必要が

ある。本研究では相互相関周波数分解光ゲート法(XFROG)に基づくサブ 2 fsの極超短パルス計測装置の

開発を行っている。極超短パルスの計測では測定点における参照パルスの時間波形を正確に知る必要が

ある。そこで本研究では、XFROG 測定点における参照パルスの時間波形を正確に計測できる自己回折

(SD) FROG装置を組み込んだ測定系を構築した。本講演では構築した計測系とそれを用いて計測した約

50 fs の参照パルスの時間波形測定結果とその精度評価、並びに XFROG 測定を行った結果を報告する。 

構築した計測装置図を Fig. 1に示す。動作確認のため参照パルスにチタンサファイア再生増幅器(35 fs, 

1kHz)から出射した 800 nmのレーザー光を、測定パ

ルスに光パラメトリック増幅器から発生した 1200 

nm のレーザー光を用いた。フリップアウトマウン

トを設置することで光路を2種類変更できるように

した。一方の光路では参照パルスを厚み 0.17 mm以

下のカバーガラスに入射させ SD光を発生させ、SD 

FROGトレースを測定した。もう一方の光路では厚

み 5 µmのBBO結晶に入射させ和周波、または第二

高調波(SHG)を発生させ、XFROGトレースと参照パル

スの SHG FROGトレースをそれぞれ測定した。 

まず、SD FROG での参照パルス測定結果を SHG 

FROGでの測定結果と比較した。結果を Fig. 2に示す。

波形が一致しており、両者とも正確な測定がおこなわ

れていることが分かる。これを参照パルスとして、

XFROGトレースを解析した。結果、パルス幅 59 fsが

得られた。また、FROGエラーは 0.2 %と十分小さく、

高精度の計測ができていることが分かった。 

Fig.2 Comparison of SHGFROG and 

SDFROG measurements 
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Fig.1 Schematic of XFROG system 
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